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令和３年第２回菊陽町議会臨時会

■12月定例会での議員の賛否を公開します

■12月臨時会での議員賛否を公開します

　12月臨時会に上程された案件は、承認１件、議案１件であった。会期は12月27日の一日限り

付議事件
◇承認第10号　　専決処分の承認（令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第８号））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記　議案については、全員賛成で可決）
◇議案第63号　　財産の処分

◇
議
案
第
63
号

財
産
の
処
分

《
内
容
》

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
新
た
に
設
立

し
た
会
社
と
土
地
譲
渡
仮
契

約
締
結
に
至
っ
た
た
め
。

《
Ｑ
》    

　  

　
企
業
誘
致
に
多
額
の
税
金

が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
、
町
民
の
理
解
は
。

《
Ａ
》    

　
半
導
体
の
国
内
生
産
な
ど

国
策
と
し
て
、
国
会
で
議
論

を
踏
ま
え
た
上
で
成
立
し
た

内
容
と
承
知
し
て
い
る
。

《
Ｑ
》　 

　  

　
企
業
進
出
で
地
下
水
の
減

少
な
ど
の
影
響
は
な
い
の

か
。

《
Ａ
》 

　

　
具
体
的
な
地
下
水
の
採
取

量
は
、
現
時
点
で
は
未
確
定

と
聞
い
て
い
る
。
県
が
公
表

し
て
い
る
地
下
水
の
水
位
は

平
成
17
年
度
を
境
に
上
昇
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

《
Ｑ
》　   

　

　
町
に
と
っ
て
税
収
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。

《
Ａ
》

　
固
定
資
産
税
や
法
人
町
民

税
な
ど
の
増
収
は
期
待
で
き

る
が
、
具
体
的
に
投
資
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
算
出
で

き
な
い
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
こ
れ
だ
け
の
税
金
を
投
入

す
る
の
で
、
地
下
水
の
採
取

量
等
の
個
別
の
公
表
は
必
要

で
は
な
い
の
か
。

《
Ａ
》

　
所
管
が
県
で
あ
る
の
で
、

確
認
し
た
が
、
個
別
で
の
公

表
は
し
な
い
と
聞
い
て
る
。

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
は
、
採
取
量
は

町
全
体
で
示
さ
れ
て
い
る
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
契
約
相
手
方
の
特
定
、
所

在
地
の
確
認
は
し
た
の
か
。

《
Ａ
》

　
所
在
地
は
登
記
簿
等
、
印

鑑
証
明
等
を
頂
戴
し
て
確
認

し
て
い
る
。
現
地
に
行
き
会

社
の
存
在
は
確
認
し
て
い

る
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
未
買
収
の
土
地
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。

《
Ａ
》

　
ま
だ
未
買
収
で
あ
る
た

め
、
所
有
者
と
は
粘
り
強
く

交
渉
し
て
い
る
。
今
後
は
所

有
者
を
含
め
３
者
で
整
理
し

て
交
渉
に
臨
む
。

議案番号
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

請願第２号 不採択 1-16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　※報告は採決がないため削除しています。
　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

議案番号
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

議案第63号 可決 16-0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 棄 〇

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　※報告は採決がないため削除しています。

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

令和３年第４回菊陽町議会定例会
　12月定例会に上程された案件は、承認２件、議案13件、発議１件、請願１件、追加議案１件であった。
　令和３年度、一般会計補正予算、特別会計補正予算ともに慎重に審議された。
　12月議会の会期は、12月２日～13日までの12日間。
　一般質問者は９名で、町政に対して幅広い質問が続いた。

付議事件

◇承認第８号　　専決処分の承認（令和３年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号））
◇承認第９号　　専決処分の承認（令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第５号））
◇議案第49号　　菊陽町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第50号　　菊陽町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第51号　　菊陽町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第52号　　菊陽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第53号　　令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第６号）
◇議案第54号　　令和３年度菊陽町土地取得特別会計補正予算（第１号）
◇議案第55号　　令和３年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
◇議案第56号　　令和３年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第57号　　令和３年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◇議案第58号　　令和３年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第59号　　令和３年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第３号）
◇議案第60号　　財産の処分
◇議案第61号　　令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第７号）
◇発議第９号　　北朝鮮による日本人拉致被害者全員の即時帰国を求める意見書（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記　16議案については、全員賛成で可決）
◇請願第２号　　町道新山武蔵ヶ丘線における交通安全対策 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記　請願賛否については別紙参照）
付議事件（追加）
◇議案第62号　 令和３年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第４号)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記　議案については、全員賛成で可決）

◇
議
案
第
50
号

菊
陽
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

　
町
が
委
託
し
た
者
以
外
の

者
が
資
源
物
を
収
集
運
搬
す

る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る

が
、
抑
止
力
向
上
の
た
め
の

制
定
。

《
Ｑ
》    

　  

　
持
ち
去
り
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
し
、
町
に
連
絡

す
れ
ば
、
誰
の
所
有
な
の
か

照
会
で
き
る
か
。

《
Ａ
》    

　
現
場
を
押
さ
え
た
と
き

は
、
ナ
ン
バ
ー
等
を
写
真
に

収
め
て
い
る
が
、
照
会
ま
で

は
や
っ
て
い
な
い
。
条
例
の

目
的
は
捕
ま
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
抑
止
力
を
高
め
る
こ

と
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

強
化
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

《
Ｑ
》　 

　  

　
収
集
す
る
場
所
に
立
て
看

板
の
設
置
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

《
Ａ
》 

　

　
罰
則
規
定
の
看
板
設
置
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知

を
図
っ
て
い
く
。
併
せ
て
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

く
。

◇
議
案
第
62
号

令
和
３
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

《
内
容
》

　
第
二
原
水
工
業
団
地
に
伴

う
下
水
道
整
備
に
関
わ
る
交

付
金
が
、
本
年
度
施
行
分
は

事
業
費
の
２
分
の
１
が
交
付

さ
れ
る
た
め
。

《
Ｑ
》　   

　

　
国
か
ら
２
分
の
１
の
補
助

が
あ
る
が
県
か
ら
の
補
助
は
。

《
Ａ
》

　
県
下
の
社
会
資
本
総
合
交

付
金
の
予
定
事
業
の
不
用
額

を
集
め
、
菊
陽
町
に
流
用
さ

れ
て
お
り
実
際
は
国
費
で
あ

る
。
県
か
ら
の
支
援
で
は
な

い
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
当
該
事
業
の
残
り
に
対
し

て
も
交
付
金
を
貰
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

《
Ａ
》

　
国
の
重
要
な
事
業
で
あ
る

の
で
、
当
初
交
付
金
は
０
円
で

あ
っ
た
も
の
が
２
分
の
１
の
補

助
と
な
っ
た
。
今
後
も
要
望
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。
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令和３年第２回菊陽町議会臨時会

■12月定例会での議員の賛否を公開します

■12月臨時会での議員賛否を公開します

　12月臨時会に上程された案件は、承認１件、議案１件であった。会期は12月27日の一日限り

付議事件
◇承認第10号　　専決処分の承認（令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第８号））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記　議案については、全員賛成で可決）
◇議案第63号　　財産の処分

◇
議
案
第
63
号

財
産
の
処
分

《
内
容
》

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
新
た
に
設
立

し
た
会
社
と
土
地
譲
渡
仮
契

約
締
結
に
至
っ
た
た
め
。

《
Ｑ
》    

　  

　
企
業
誘
致
に
多
額
の
税
金

が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
、
町
民
の
理
解
は
。

《
Ａ
》    

　
半
導
体
の
国
内
生
産
な
ど

国
策
と
し
て
、
国
会
で
議
論

を
踏
ま
え
た
上
で
成
立
し
た

内
容
と
承
知
し
て
い
る
。

《
Ｑ
》　 

　  

　
企
業
進
出
で
地
下
水
の
減

少
な
ど
の
影
響
は
な
い
の

か
。

《
Ａ
》 

　

　
具
体
的
な
地
下
水
の
採
取

量
は
、
現
時
点
で
は
未
確
定

と
聞
い
て
い
る
。
県
が
公
表

し
て
い
る
地
下
水
の
水
位
は

平
成
17
年
度
を
境
に
上
昇
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

《
Ｑ
》　   

　

　
町
に
と
っ
て
税
収
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。

《
Ａ
》

　
固
定
資
産
税
や
法
人
町
民

税
な
ど
の
増
収
は
期
待
で
き

る
が
、
具
体
的
に
投
資
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
算
出
で

き
な
い
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
こ
れ
だ
け
の
税
金
を
投
入

す
る
の
で
、
地
下
水
の
採
取

量
等
の
個
別
の
公
表
は
必
要

で
は
な
い
の
か
。

《
Ａ
》

　
所
管
が
県
で
あ
る
の
で
、

確
認
し
た
が
、
個
別
で
の
公

表
は
し
な
い
と
聞
い
て
る
。

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
は
、
採
取
量
は

町
全
体
で
示
さ
れ
て
い
る
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
契
約
相
手
方
の
特
定
、
所

在
地
の
確
認
は
し
た
の
か
。

《
Ａ
》

　
所
在
地
は
登
記
簿
等
、
印

鑑
証
明
等
を
頂
戴
し
て
確
認

し
て
い
る
。
現
地
に
行
き
会

社
の
存
在
は
確
認
し
て
い

る
。

《
Ｑ
》　
　
　

　
未
買
収
の
土
地
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。

《
Ａ
》

　
ま
だ
未
買
収
で
あ
る
た

め
、
所
有
者
と
は
粘
り
強
く

交
渉
し
て
い
る
。
今
後
は
所

有
者
を
含
め
３
者
で
整
理
し

て
交
渉
に
臨
む
。

議案番号
結  
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野

大
久
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岡

北

　
山

布

　
田

坂
本
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渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福
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請願第２号 不採択 1-16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　※報告は採決がないため削除しています。
　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退
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福島 知雄 議員

子ども議会を開催すべきと考えるが、どうか
令和４年度から夏休み間、定期的に開催する方向で準備を進めていく

Q

A

Q

QA A

・女性議会を開催すべきと
　考えるが、どうか

その他の質問

　
　
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
模
擬
議
会
を
通
じ
、
政
治

や
行
政
、
議
会
の
仕
組
み
や

役
割
を
勉
強
さ
せ
、
自
分
の

住
む
町
の
町
政
に
興
味
や
関

心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る

場
を
設
け
町
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
日

頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

や
希
望
な
ど
、
素
直
な
感
性

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
、
提
言

を
聞
き
、
町
政
に
反
映
さ
せ

る
場
に
も
な
り
、
ま
た
、
町

政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
捉
え
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
を
支
え
る
自
覚
と

志
を
持
つ
子
ど
も
を
育
成
す

る
い
い
機
会
に
も
な
る
。
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
政

策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
行
政
や
議
会
を
身
近

な
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
関

心
を
持
ち
、
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
教
育
的
に
大

変
有
意
義
な
も
の
だ
と
考
え

る
。
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
か

ら
夏
休
み
の
間
、
定
期
的
に

開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
く
。

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
で
一

層
の
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ
れ

る
。
主
要
道
路
の
整
備
な
ど

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
特
に
県
道
大
津

植
木
線
の
４
車
線
化
は
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
を

進
め
な
が
ら
、
県
道
大
津
植

木
線
の
４
車
線
化
を
県
に

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

一般質問一般質問

町の考えを問う町の考えを問う

福島 知雄

矢野 厚子

佐々木理美子

布田　 悟

甲斐 榮治

廣瀨 英二

西本 友春

子ども議会を開催すべきと
考えるが、どうか

県の視点を踏まえながらも鉄道計画へ
町の意思表示を
通学路要対策箇所の進捗状況と
今後の計画は

巡回バスの低床化への取り組みは

生ごみ処理機の助成金の増額を

町職員の女性管理職登用がゼロ％
はなぜか

白水大地の土地利用計画と
地域構想は 小林久美子 パートナーシップ制度

導入できないか

…P４

…P５

…P６

…P７

…P８

…P５

…P６

…P７

…P８

坂本 秀則 原水周辺に立地企業の社宅等の
設置はできないか

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集し、
議会広報特別委員会で校正し、掲載しています。

甲斐 榮治 議員

矢野 厚子 議員

県の視点を踏まえながらも鉄道計画へ町の意思表示を
県の事業化が明確になれば、議会や町民の意見を集めて主張する

Q

A

生ごみ処理機の助成金の増額を
価格や性能で、より効果がある資料を取り寄せ検討する

Q

A

Q

A

QQ Q

QQ

AAA

AA

・選挙の投票率向上対策
・期日前投票の期間

その他の質問

整備中の第二原水工業団地

従来の県の分岐案

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計

画
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
半

導
体
生
産
企
業
で
あ
る
、
台

湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
わ
が
町
に

進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
里
木
駅
か
ら
の
分
岐
の
他

に
原
水
駅
と
大
津
駅
が
再
検

討
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
本
来
の
目
的
は
、
最
大
の

需
要
地
で
あ
る
熊
本
市
と
空

港
を
最
短
距
離
・
最
短
時
間

で
結
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
県
の
運
動
公
園
と
免

許
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
改
善
と
そ
の
付
近
に
設
け

る
中
間
駅
周
辺
へ
の
様
々
な

施
設
や
企
業
の
誘
致
も
め
ざ

さ
れ
て
い
た
。

　
菊
陽
町
は
地
元
と
し
て
の

要
望
を
積
極
的
に
発
信
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
町
と
し
て
は
こ
の
た
め

に
500
万
円
の
予
算
を
計
上
し

た
が
、
県
で
事
業
化
の
判
断

が
な
さ
れ
な
い
の
で
使
う
機

会
が
な
い
。
計
画
に
対
す
る

財
源
に
つ
い
て
も
、
県
は

国
・
県
・
Ｊ
Ｒ
が
３
分
の
１

ず
つ
負
担
す
る
と
考
え
て
い

た
よ
う
だ
が
、
国
の
現
行
の

補
助
制
度
の
限
度
は
18
％
な

の
で
、
ま
だ
不
透
明
な
ま
ま

で
あ
る
。

　
新
検
討
案
は
３
駅
だ
が
、

ど
ん
な
検
討
が
な
さ
れ
る
か
、

第
２
原
水
工
業
団
地
周
辺
の

取
扱
い
が
ど
う
な
る
か
を
注

視
し
つ
つ
、
議
会
と
と
も
に

意
志
表
示
を
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
質
問
）

　
　
ご
み
減
量
の
具
体
的
な

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
人
口
一
人
当
た
り
の
ご

み
の
量
は
４
市
町
で
一
番
多

い
。
こ
れ
が
管
理
運
営
の
負

担
金
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、

減
量
化
に
向
け
て
区
長
会
等

の
各
種
研
修
を
行
い
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
生
ご
み
処
理
機
の
助
成

金
の
申
請
状
況
は
。

　
　
コ
ン
ポ
ス
ト
と
電
動
式

の
物
が
あ
り
年
々
電
動
式
が

増
え
て
い
て
、
ご
み
減
量
に

有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
　
処
理
機
の
種
類
が
少
な

く
安
い
物
は
購
入
後
に
も
消

耗
品
に
お
金
が
か
か
る
。
助

成
金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

　
　
価
格
や
性
能
等
の
資
料

を
取
り
寄
せ
検
討
す
る
。

　
　
中
学
校
の
制
服
が
在
校

中
に
再
度
必
要
に
な
っ
た
時

ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な

い
家
庭
に
対
し
て
の
対
応
は
。

　
　
在
校
中
に
災
害
な
ど
不

測
の
事
態
で
再
購
入
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
転
入
生

と
同
様
に
卒
業
生
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
制
服
を
利
用
し
た
り

体
操
服
な
ど
で
過
ご
す
こ
と

も
あ
る
。

　
　
学
校
で
先
生
方
が
管
理

し
て
い
る
生
活
支
援
を
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
不
要
に

な
っ
た
制
服
を
寄
付
し
て
委

託
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
早
速
、
提
案
の
内
容
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
伝
え
る
。
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福島 知雄 議員

子ども議会を開催すべきと考えるが、どうか
令和４年度から夏休み間、定期的に開催する方向で準備を進めていく

Q

A

Q

QA A

・女性議会を開催すべきと
　考えるが、どうか

その他の質問

　
　
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
模
擬
議
会
を
通
じ
、
政
治

や
行
政
、
議
会
の
仕
組
み
や

役
割
を
勉
強
さ
せ
、
自
分
の

住
む
町
の
町
政
に
興
味
や
関

心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る

場
を
設
け
町
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
日

頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

や
希
望
な
ど
、
素
直
な
感
性

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
、
提
言

を
聞
き
、
町
政
に
反
映
さ
せ

る
場
に
も
な
り
、
ま
た
、
町

政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
捉
え
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
を
支
え
る
自
覚
と

志
を
持
つ
子
ど
も
を
育
成
す

る
い
い
機
会
に
も
な
る
。
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
政

策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
行
政
や
議
会
を
身
近

な
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
関

心
を
持
ち
、
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
教
育
的
に
大

変
有
意
義
な
も
の
だ
と
考
え

る
。
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
か

ら
夏
休
み
の
間
、
定
期
的
に

開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
く
。

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
で
一

層
の
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ
れ

る
。
主
要
道
路
の
整
備
な
ど

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
特
に
県
道
大
津

植
木
線
の
４
車
線
化
は
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
を

進
め
な
が
ら
、
県
道
大
津
植

木
線
の
４
車
線
化
を
県
に

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

一般質問一般質問

町の考えを問う町の考えを問う

福島 知雄

矢野 厚子

佐々木理美子

布田　 悟

甲斐 榮治

廣瀨 英二

西本 友春

子ども議会を開催すべきと
考えるが、どうか

県の視点を踏まえながらも鉄道計画へ
町の意思表示を
通学路要対策箇所の進捗状況と
今後の計画は

巡回バスの低床化への取り組みは

生ごみ処理機の助成金の増額を

町職員の女性管理職登用がゼロ％
はなぜか

白水大地の土地利用計画と
地域構想は 小林久美子 パートナーシップ制度

導入できないか

…P４

…P５

…P６

…P７

…P８

…P５

…P６

…P７

…P８

坂本 秀則 原水周辺に立地企業の社宅等の
設置はできないか

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集し、
議会広報特別委員会で校正し、掲載しています。

甲斐 榮治 議員

矢野 厚子 議員

県の視点を踏まえながらも鉄道計画へ町の意思表示を
県の事業化が明確になれば、議会や町民の意見を集めて主張する

Q

A

生ごみ処理機の助成金の増額を
価格や性能で、より効果がある資料を取り寄せ検討する

Q

A

Q

A

QQ Q

QQ

AAA

AA

・選挙の投票率向上対策
・期日前投票の期間

その他の質問

整備中の第二原水工業団地

従来の県の分岐案

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計

画
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
半

導
体
生
産
企
業
で
あ
る
、
台

湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
わ
が
町
に

進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
里
木
駅
か
ら
の
分
岐
の
他

に
原
水
駅
と
大
津
駅
が
再
検

討
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
本
来
の
目
的
は
、
最
大
の

需
要
地
で
あ
る
熊
本
市
と
空

港
を
最
短
距
離
・
最
短
時
間

で
結
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
県
の
運
動
公
園
と
免

許
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
改
善
と
そ
の
付
近
に
設
け

る
中
間
駅
周
辺
へ
の
様
々
な

施
設
や
企
業
の
誘
致
も
め
ざ

さ
れ
て
い
た
。

　
菊
陽
町
は
地
元
と
し
て
の

要
望
を
積
極
的
に
発
信
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
町
と
し
て
は
こ
の
た
め

に
500
万
円
の
予
算
を
計
上
し

た
が
、
県
で
事
業
化
の
判
断

が
な
さ
れ
な
い
の
で
使
う
機

会
が
な
い
。
計
画
に
対
す
る

財
源
に
つ
い
て
も
、
県
は

国
・
県
・
Ｊ
Ｒ
が
３
分
の
１

ず
つ
負
担
す
る
と
考
え
て
い

た
よ
う
だ
が
、
国
の
現
行
の

補
助
制
度
の
限
度
は
18
％
な

の
で
、
ま
だ
不
透
明
な
ま
ま

で
あ
る
。

　
新
検
討
案
は
３
駅
だ
が
、

ど
ん
な
検
討
が
な
さ
れ
る
か
、

第
２
原
水
工
業
団
地
周
辺
の

取
扱
い
が
ど
う
な
る
か
を
注

視
し
つ
つ
、
議
会
と
と
も
に

意
志
表
示
を
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
質
問
）

　
　
ご
み
減
量
の
具
体
的
な

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
人
口
一
人
当
た
り
の
ご

み
の
量
は
４
市
町
で
一
番
多

い
。
こ
れ
が
管
理
運
営
の
負

担
金
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、

減
量
化
に
向
け
て
区
長
会
等

の
各
種
研
修
を
行
い
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
生
ご
み
処
理
機
の
助
成

金
の
申
請
状
況
は
。

　
　
コ
ン
ポ
ス
ト
と
電
動
式

の
物
が
あ
り
年
々
電
動
式
が

増
え
て
い
て
、
ご
み
減
量
に

有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
　
処
理
機
の
種
類
が
少
な

く
安
い
物
は
購
入
後
に
も
消

耗
品
に
お
金
が
か
か
る
。
助

成
金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

　
　
価
格
や
性
能
等
の
資
料

を
取
り
寄
せ
検
討
す
る
。

　
　
中
学
校
の
制
服
が
在
校

中
に
再
度
必
要
に
な
っ
た
時

ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な

い
家
庭
に
対
し
て
の
対
応
は
。

　
　
在
校
中
に
災
害
な
ど
不

測
の
事
態
で
再
購
入
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
転
入
生

と
同
様
に
卒
業
生
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
制
服
を
利
用
し
た
り

体
操
服
な
ど
で
過
ご
す
こ
と

も
あ
る
。

　
　
学
校
で
先
生
方
が
管
理

し
て
い
る
生
活
支
援
を
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
不
要
に

な
っ
た
制
服
を
寄
付
し
て
委

託
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
早
速
、
提
案
の
内
容
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
伝
え
る
。
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廣瀨 英二 議員

佐々木 理美子 議員

通学路要対策箇所の進捗状況と今後の計画は
未実施の箇所については広域本部や警察に要望を続けている

Q

A

町職員の女性管理職登用がゼロ％はなぜか
女性管理職の育成をしっかり行なっていく

Q

A

Q

QQ

A

A

Q

Q

A

A

◆復興まちづくり事業の
　進捗状況

・下水道地震対策事業
・地区公民館耐震診断
・防災士育成事業
・自主防災組織育成事業
・救援物資配布の改善策

その他の質問

・パートナーシップ制度を導入
・保育園の受け入れ状況をHPで掲載
・緊急医療情報キット「命のバトン」

その他の質問

原水踏切

　
　
令
和
２
年
度
、
総
点
検

で
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
は

武
蔵
ヶ
丘
中
校
区
で
、
武

蔵
ヶ
丘
小
４
件
、
西
小
５
件
、

武
蔵
ヶ
丘
北
小
５
件
、
菊
陽

中
校
区
の
北
小
で
３
件
、
併

せ
て
17
件
が
指
摘
を
さ
れ
て

い
る
。
対
策
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
計
画
を
示
せ
。

　
　
町
で
対
応
で
き
る
対
策

に
つ
い
て
は
、
交
差
点
の
カ

ラ
ー
舗
装
工
事
な
ど
迅
速
に

対
応
し
て
い
る
が
、
県
の
広

域
本
部
や
警
察
が
対
策
を
行

う
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
全

体
の
優
先
順
位
で
実
施
さ
れ

る
の
で
、
年
度
内
の
対
応
が

困
難
な
場
所
も
あ
り
、
未
実

施
箇
所
に
つ
い
て
は
要
望
を

続
け
て
い
る
。

　
　
町
の
事
業
の
中
で
、
児

童
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

原
水
駅
東
側
踏
切
の
拡
張
、

歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
令

和
３
年
度
で
の
予
算
措
置
と

な
っ
て
い
る
が
、
年
度
内
に

で
き
る
の
か
。

　
　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
受
託
工
事

と
し
て
着
手
に
向
け
て
進
め

て
い
る
。
拡
幅
工
事
と
Ｊ
Ｒ

電
気
通
信
設
備
撤
去
ま
で
含

め
て
の
工
事
完
了
は
令
和
４

年
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
度
、
総
点
検

で
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
は

今
後
の
対
策
と
し
て
、
通
学

路
の
変
更
、
横
断
歩
道
の
設

置
、
交
差
点
の
色
塗
り
な
ど

併
せ
て
48
件
に
上
る
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
検
討

は
し
て
い
な
い
の
か
。
見
守

り
活
動
を
し
て
い
る
立
場
か

ら
問
題
提
起
を
し
て
お
く
。

　
　
菊
陽
町
の
女
性
管
理
職

の
構
成
比
率
は
、
令
和
２
年

度
4.9
％
の
状
況
だ
っ
た
が
、

本
年
度
は
ゼ
ロ
％
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
女
性
管
理
職
目
標
達
成

に
向
け
た
取
組
と
し
て
女
性

職
員
の
育
成
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
多
様
な
ポ
ス
ト
へ
の

配
置
で
あ
っ
た
り
、
外
部
研

修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

な
ど
、
係
長
、
課
長
補
佐
、

課
長
、
部
長
の
各
段
階
に
お

け
る
人
材
の
確
保
に
向
け
た

育
成
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
た
家
庭
へ
の
戸
別

受
信
機
の
設
置
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

に
あ
る
住
宅
を
対
象
と
し
て

117
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
内
訳
は
、
戸
次
13
世
帯
、

馬
場
楠
２
世
帯
、
曲
手
10
世

帯
、
辛
川
５
世
帯
、
大
堀
木

２
世
帯
、
上
津
久
礼
26
世
帯
、

下
津
久
礼
47
世
帯
、
東
ケ
丘

９
世
帯
、
古
閑
原
２
世
帯
、

入
道
水
１
世
帯
で
、
11
月
末

現
在
113
世
帯
に
設
置
し
て
お

り
、
残
り
の
世
帯
に
設
置
し

て
事
業
の
終
了
と
な
る
。

西本 友春 議員

布田　 悟 議員

巡回バスの低床化への取り組みは
委託先のバス事業者と協議中

Q

A

白水台地の土地利用計画と地域構想は
大きな社会情勢の変化が訪れている。上位計画との整合の検討が必要

Q

A

QQ A

A

QQ

Q

AA

A

・環境問題
・新型コロナウイルス感染症対策

その他の質問

馬場踏切

【菊陽南小学校区】将来都市構想図

　
　
菊
陽
町
に
お
住
ま
い
で
、

巡
回
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
80

歳
代
の
女
性
の
方
か
ら
、
巡

回
バ
ス
の
乗
降
ス
テ
ッ
プ
が

低
床
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

乗
り
降
り
に
一
苦
労
す
る
の

で
何
と
か
解
消
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
の
声
を
頂
戴
し
て

お
り
、
低
床
化
の
取
組
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
委
託
先
の
バ
ス
事
業
者

が
所
有
す
る
車
両
を
使
用
し

て
お
り
、
今
後
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
の
１
台
に
つ
い
て
は

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
に
す
る

よ
う
委
託
先
の
バ
ス
事
業
者

と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
昨
年
12
月
の
一
般
質
問

で
、
現
在
の
一
日
３
便
か
ら

９
便
に
変
更
す
る
こ
と
と
、

指
定
乗
降
場
所
を
増
や
す
こ

と
を
提
案
し
た
。
当
時
、
利

用
者
の
方
か
ら
利
用
で
き
る

時
間
帯
や
、
乗
り
降
り
で
き

る
指
定
乗
降
場
所
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
格
運
行
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
検
討

結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

見
極
め
つ
つ
、
町
民
の
皆
様

に
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会

を
積
極
的
に
設
け
、
御
意
見

や
御
要
望
も
伺
い
な
が
ら
、

増
便
や
時
間
変
更
、
指
定
乗

降
場
所
の
見
直
し
な
ど
も
含

め
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　
　
６
月
議
会
に
お
い
て
、

菊
陽
北
小
学
校
の
「
校
区
見

直
し
」
の
質
問
に
対
す
る
見

直
し
内
容
は
。

　
　
７
月
の
定
例
教
育
委
員

会
に
お
い
て
「
小
中
学
校
就

学
等
に
関
す
る
規
則
」
に
あ

る
区
域
外
就
学
基
準
を
見
直

し
、
通
学
距
離
を
小
学
校
に

お
い
て
は
４
㎞
を
３
㎞
に
改

正
。
鉄
砲
小
路
西
部
地
区
の

３
㎞
を
超
え
る
32
世
帯
に
住

民
説
明
会
の
案
内
を
出
し
、

８
月
に
実
施
し
た
。

　
　
新
町
西
区
西
南
部
か
ら

の
危
険
を
伴
う
通
学
路
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
。

　
　
馬
場
踏
切
付
近
に
つ
い

て
は
、
原
水
駅
東
側
の
踏
切

に
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

は
交
通
安
全
指
導
を
強
化
す

る
。

　
　
台
湾
の
半
導
体
メ
ー

カ
ー
の
進
出
に
よ
り
原
水
工

業
団
地
周
辺
の
開
発
は
進
む

が
、
冨
永
町
長
時
代
に
計
画

さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
が
進

ま
な
い
原
因
は
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
、
一
定
の
産
業
振

興
を
促
進
す
る
た
め
の
土
地

利
用
検
討
エ
リ
ア
と
し
て
、

白
水
台
地
、
久
保
田
台
地
、

空
港
周
辺
の
３
ケ
所
を
土
地

利
用
検
討
ゾ
ー
ン
と
位
置
付

け
て
い
る
。
都
市
計
画
の
決

定
に
あ
た
っ
て
は
農
地
法
な

ど
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
今
後
は
農
業
振
興
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
予

想
さ
れ
る
企
業
か
ら
の
具
体

的
な
需
要
に
応
じ
て
検
討
す

る
。
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廣瀨 英二 議員

佐々木 理美子 議員

通学路要対策箇所の進捗状況と今後の計画は
未実施の箇所については広域本部や警察に要望を続けている

Q

A

町職員の女性管理職登用がゼロ％はなぜか
女性管理職の育成をしっかり行なっていく

Q

A

Q

QQ

A

A

Q

Q

A

A

◆復興まちづくり事業の
　進捗状況

・下水道地震対策事業
・地区公民館耐震診断
・防災士育成事業
・自主防災組織育成事業
・救援物資配布の改善策

その他の質問

・パートナーシップ制度を導入
・保育園の受け入れ状況をHPで掲載
・緊急医療情報キット「命のバトン」

その他の質問

原水踏切

　
　
令
和
２
年
度
、
総
点
検

で
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
は

武
蔵
ヶ
丘
中
校
区
で
、
武

蔵
ヶ
丘
小
４
件
、
西
小
５
件
、

武
蔵
ヶ
丘
北
小
５
件
、
菊
陽

中
校
区
の
北
小
で
３
件
、
併

せ
て
17
件
が
指
摘
を
さ
れ
て

い
る
。
対
策
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
計
画
を
示
せ
。

　
　
町
で
対
応
で
き
る
対
策

に
つ
い
て
は
、
交
差
点
の
カ

ラ
ー
舗
装
工
事
な
ど
迅
速
に

対
応
し
て
い
る
が
、
県
の
広

域
本
部
や
警
察
が
対
策
を
行

う
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
全

体
の
優
先
順
位
で
実
施
さ
れ

る
の
で
、
年
度
内
の
対
応
が

困
難
な
場
所
も
あ
り
、
未
実

施
箇
所
に
つ
い
て
は
要
望
を

続
け
て
い
る
。

　
　
町
の
事
業
の
中
で
、
児

童
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

原
水
駅
東
側
踏
切
の
拡
張
、

歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
令

和
３
年
度
で
の
予
算
措
置
と

な
っ
て
い
る
が
、
年
度
内
に

で
き
る
の
か
。

　
　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
受
託
工
事

と
し
て
着
手
に
向
け
て
進
め

て
い
る
。
拡
幅
工
事
と
Ｊ
Ｒ

電
気
通
信
設
備
撤
去
ま
で
含

め
て
の
工
事
完
了
は
令
和
４

年
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
度
、
総
点
検

で
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
は

今
後
の
対
策
と
し
て
、
通
学

路
の
変
更
、
横
断
歩
道
の
設

置
、
交
差
点
の
色
塗
り
な
ど

併
せ
て
48
件
に
上
る
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
検
討

は
し
て
い
な
い
の
か
。
見
守

り
活
動
を
し
て
い
る
立
場
か

ら
問
題
提
起
を
し
て
お
く
。

　
　
菊
陽
町
の
女
性
管
理
職

の
構
成
比
率
は
、
令
和
２
年

度
4.9
％
の
状
況
だ
っ
た
が
、

本
年
度
は
ゼ
ロ
％
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
女
性
管
理
職
目
標
達
成

に
向
け
た
取
組
と
し
て
女
性

職
員
の
育
成
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
多
様
な
ポ
ス
ト
へ
の

配
置
で
あ
っ
た
り
、
外
部
研

修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

な
ど
、
係
長
、
課
長
補
佐
、

課
長
、
部
長
の
各
段
階
に
お

け
る
人
材
の
確
保
に
向
け
た

育
成
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
た
家
庭
へ
の
戸
別

受
信
機
の
設
置
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

に
あ
る
住
宅
を
対
象
と
し
て

117
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
内
訳
は
、
戸
次
13
世
帯
、

馬
場
楠
２
世
帯
、
曲
手
10
世

帯
、
辛
川
５
世
帯
、
大
堀
木

２
世
帯
、
上
津
久
礼
26
世
帯
、

下
津
久
礼
47
世
帯
、
東
ケ
丘

９
世
帯
、
古
閑
原
２
世
帯
、

入
道
水
１
世
帯
で
、
11
月
末

現
在
113
世
帯
に
設
置
し
て
お

り
、
残
り
の
世
帯
に
設
置
し

て
事
業
の
終
了
と
な
る
。

西本 友春 議員

布田　 悟 議員

巡回バスの低床化への取り組みは
委託先のバス事業者と協議中

Q

A

白水台地の土地利用計画と地域構想は
大きな社会情勢の変化が訪れている。上位計画との整合の検討が必要

Q

A

QQ A

A

QQ

Q

AA

A

・環境問題
・新型コロナウイルス感染症対策

その他の質問

馬場踏切

【菊陽南小学校区】将来都市構想図

　
　
菊
陽
町
に
お
住
ま
い
で
、

巡
回
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
80

歳
代
の
女
性
の
方
か
ら
、
巡

回
バ
ス
の
乗
降
ス
テ
ッ
プ
が

低
床
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

乗
り
降
り
に
一
苦
労
す
る
の

で
何
と
か
解
消
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
の
声
を
頂
戴
し
て

お
り
、
低
床
化
の
取
組
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
委
託
先
の
バ
ス
事
業
者

が
所
有
す
る
車
両
を
使
用
し

て
お
り
、
今
後
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
の
１
台
に
つ
い
て
は

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
に
す
る

よ
う
委
託
先
の
バ
ス
事
業
者

と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
昨
年
12
月
の
一
般
質
問

で
、
現
在
の
一
日
３
便
か
ら

９
便
に
変
更
す
る
こ
と
と
、

指
定
乗
降
場
所
を
増
や
す
こ

と
を
提
案
し
た
。
当
時
、
利

用
者
の
方
か
ら
利
用
で
き
る

時
間
帯
や
、
乗
り
降
り
で
き

る
指
定
乗
降
場
所
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
格
運
行
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
検
討

結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

見
極
め
つ
つ
、
町
民
の
皆
様

に
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会

を
積
極
的
に
設
け
、
御
意
見

や
御
要
望
も
伺
い
な
が
ら
、

増
便
や
時
間
変
更
、
指
定
乗

降
場
所
の
見
直
し
な
ど
も
含

め
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　
　
６
月
議
会
に
お
い
て
、

菊
陽
北
小
学
校
の
「
校
区
見

直
し
」
の
質
問
に
対
す
る
見

直
し
内
容
は
。

　
　
７
月
の
定
例
教
育
委
員

会
に
お
い
て
「
小
中
学
校
就

学
等
に
関
す
る
規
則
」
に
あ

る
区
域
外
就
学
基
準
を
見
直

し
、
通
学
距
離
を
小
学
校
に

お
い
て
は
４
㎞
を
３
㎞
に
改

正
。
鉄
砲
小
路
西
部
地
区
の

３
㎞
を
超
え
る
32
世
帯
に
住

民
説
明
会
の
案
内
を
出
し
、

８
月
に
実
施
し
た
。

　
　
新
町
西
区
西
南
部
か
ら

の
危
険
を
伴
う
通
学
路
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
。

　
　
馬
場
踏
切
付
近
に
つ
い

て
は
、
原
水
駅
東
側
の
踏
切

に
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

は
交
通
安
全
指
導
を
強
化
す

る
。

　
　
台
湾
の
半
導
体
メ
ー

カ
ー
の
進
出
に
よ
り
原
水
工

業
団
地
周
辺
の
開
発
は
進
む

が
、
冨
永
町
長
時
代
に
計
画

さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
が
進

ま
な
い
原
因
は
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
、
一
定
の
産
業
振

興
を
促
進
す
る
た
め
の
土
地

利
用
検
討
エ
リ
ア
と
し
て
、

白
水
台
地
、
久
保
田
台
地
、

空
港
周
辺
の
３
ケ
所
を
土
地

利
用
検
討
ゾ
ー
ン
と
位
置
付

け
て
い
る
。
都
市
計
画
の
決

定
に
あ
た
っ
て
は
農
地
法
な

ど
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
今
後
は
農
業
振
興
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
予

想
さ
れ
る
企
業
か
ら
の
具
体

的
な
需
要
に
応
じ
て
検
討
す

る
。
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大久保　輝

総
務
常
任
委
員
会

付
託
事
項

　
請
願
第
２
号
「
町
道
新
山
武
蔵
ヶ
丘

線
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
」
審
議
を
行
っ
た
。

　
12
月
８
日
、
危
機
管
理
防
災
課
の
案

内
で
、
合
志
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
ハ

ン
プ
設
置
箇
所
と
、
請
願
さ
れ
た
「
町

道
新
山
武
蔵
ヶ
丘
線
」
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
次
に
紹
介
議
員
の
渡
辺
議
員
か
ら
、

請
願
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
請
願
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
等
か
ら

要
望
が
で
て
い
る
か
、
建
設
課
と
危
機

管
理
防
災
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
提

出
は
さ
れ
て
い
な
い
と
確
認
し
た
。

　
請
願
項
目
１
「
武
蔵
ヶ
丘
中
、
武
蔵
ヶ

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
向
か
い
側
の

路
線
帯
部
を
武
蔵
ヶ
丘
団
地
20
号
線
の
カ

ラ
ー
塗
装
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
が
あ
る
の
で
必
要
が
な
い
と
の
意
見
が

出
た
。
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
破
損
箇
所
が
あ

る
が
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
に
お
け
る

緊
急
改
善
箇
所
の
対
策
と
し
て
、
修
理
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

研
修
先
及
び
研
修
日

　
研
修
先
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
日
　
時
　
令
和
３
年
10
月
21
日

　
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
内
容

１
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

２
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算

３
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

　
請
願
項
目
２
「
武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
下
段
の
空
き
地

横
の
カ
ー
ブ
部
分
付
近
に
「
ハ
ン
プ
」

を
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
て
「
ハ
ン
プ
」
を
設
置

す
る
と
の
要
望
だ
が
、
大
型
車
の
振
動

や
２
輪
車
の
転
倒
の
危
険
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
た
。

　
請
願
項
目
３
「
熊
本
市
に
隣
接
す
る

当
該
道
路
を
中
心
と
す
る
、
変
則
５
差

路
状
況
部
分
を
青
色
塗
装
で
囲
む
な

ど
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
所
は
Ｓ
字

カ
ー
ブ
で
、
青
色
塗
装
に
気
づ
い
た
と

し
て
も
、
す
ぐ
交
差
点
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
通
安
全
対

策
の
効
果
が
あ
る
の
か
」
と
の
意
見
が

出
た
。

　
以
上
が
、
審
査
の
経
過
で
あ
る
。

「
請
願
第
２
号
」
に
つ
い
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、「
不
採
択
」
と
決
し
た
。

常任委員会報告常任委員会報告
●総務常任委員会　　　●産業建設常任委員会
●文教厚生常任委員会

付託案件を慎重審議

菊
池
環
境
工
場
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

の
視
察

　
11
月
18
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
、

令
和
３
年
３
月
に
完
成
し
４
月
か
ら
供

用
開
始
し
た
「
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志
」

新
環
境
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
視

察
を
行
っ
た
。
建
物
全
体
は
ご
み
焼
却

施
設
を
連
想
で
き
な
い
清
潔
で
明
る
い

建
物
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
、
見
学
に
来
た
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
く
ま
な

く
、
壁
や
床
に
ク
イ
ズ
が
映
さ
れ
た
り

し
て
、
あ
き
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
、
発
電
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、

所
内
の
電
気
は
賄
わ
れ
て
い
て
余
剰
分

は
売
電
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
資
源
の

循
環
が
行
な
わ
れ
工
夫
さ
れ
た
施
設
に

な
っ
て
い
る
。
焼
却
時
に
発
生
す
る
排

水
、
工
場
内
生
活
排
水
な
ど
は
内
部
で

処
理
し
て
循
環
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
に
は
新
最
終
処
分
場

（
埋
立
地
）
の
建
設
も
、
令
和
４
年
３

月
末
に
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
最
新
式
の
工
夫
が
な
さ
れ
、

屋
根
と
壁
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
の

浸
入
を
防
ぎ
、
埋
め
立
て
廃
棄
物
を
洗

い
流
す
た
め
に
か
け
ら
れ
汚
れ
た
水
は

き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
、
敷
地
内
の

樹
木
な
ど
の
散
水
に
利
用
さ
れ
る
。
ご

み
焼
却
施
設
は
約
238
億
円
、
埋
め
立
て

施
設
は
約
64
億
円
で
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
人
口
増
加
と
共
に
ゴ
ミ
の
量
が
増

え
続
け
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共

用
期
間
が
30
年
前
後
と
予
想
さ
れ
、
一

年
で
も
長
く
使
う
た
め
に
も
住
民
ひ
と

り
一
人
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ゴ
ミ
の

減
量
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛

感
し
た
。

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

小林 久美子 議員

坂本 秀則 議員

パートナーシップ制度導入できないか
近隣市町村の情報を得ながら検討していきたい

Q

A

原水周辺に立地企業の社宅等の設置はできないか
立地企業から相談があれば、国・県へ働きかけを含め検討する

Q

A

Q

Q A

QQ

QQQQ

AA

AAAA

・子育て世帯への臨時特別
給付金は、一括現金給付
できないか
・TSMC企業誘致について

その他の質問

・災害に強いまち
づくりについて

その他の質問

整備中の第二原水工業団地

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
と
は
、
戸
籍
上
は
同
性
で

あ
る
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
に
相

当
す
る
関
係
と
公
認
す
る
制

度
。
地
方
自
治
体
が
婚
姻
と

同
様
の
行
政
・
民
間
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
や
す
く
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
熊

本
市
、
大
津
町
で
も
導
入
さ

れ
て
い
る
。
都
市
部
で
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
が
進
み
、
制
度
適
用
の

あ
る
人
口
は
、
総
人
口
の

40
％
と
な
っ
て
い
る
。
制
度

の
導
入
に
は
、
行
政
と
し
て

の
予
算
も
必
要
な
く
、
行
政

の
多
様
性
に
対
す
る
先
進
性

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
菊
陽

町
で
も
導
入
を
急
い
で
ほ
し

い
。

　
　
こ
の
問
題
は
、
国
も
法

整
備
が
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

勉
強
し
て
い
き
た
い
。
近
隣

市
町
村
と
情
報
を
得
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
国
の
法
整
備
を
待
っ
て

い
て
も
な
か
な
か
進
ま
な
い

た
め
、
多
く
の
自
治
体
が
先

行
し
て
い
る
。
男
女
平
等
多

様
性
尊
重
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
ほ
し
い
。

　
　
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

原
水
工
業
団
地
立
地
企
業
へ

の
社
宅
等
を
設
置
で
き
る
よ

う
、
国
・
県
・
企
業
へ
働
き

か
け
は
で
き
な
い
か
。

　
　
県
と
の
協
議
を
重
ね
て

い
る
が
、
立
地
企
業
か
ら
相

談
が
あ
れ
ば
、
国
・
県
へ
働

き
か
け
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
　
工
場
周
辺
の
里
道
及
び

町
道
の
拡
幅
と
団
地
内
道
路

の
見
直
し
の
協
議
の
結
果
と

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
町
道
古
閑
原
西
護
川
線

は
、
離
合
箇
所
を
設
け
る
な

ど
最
善
策
を
講
ず
る
。
団
地

内
道
路
に
つ
い
て
は
団
地
造

成
工
事
完
了
後
、
直
線
的
な

道
路
へ
と
検
討
す
る
。

　
　
県
道
大
津
植
木
線
に
信

号
機
設
置
の
協
議
結
果
と
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
関
係
部
と
連
携
し
、
設

置
位
置
を
検
討
し
、
熊
本
県

警
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
工
場
操
業
に
と
も
な
い

周
辺
で
事
故
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
町
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
地
域
住
民
の
安
全
を
最

優
先
に
し
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
都
市
計
画
道
路
、
下
原

堀
川
線
を
県
道
大
津
植
木
線

ま
で
、
延
伸
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
菊
陽
空
港
線
延
伸
・
県

道
大
津
植
木
線
、
４
車
線
化

後
に
取
り
組
む
。

　
　
柳
水
湧
水
公
園
整
備
計

画
の
協
議
結
果
と
対
応
は
。

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
踏

ま
え
進
め
て
い
く
。
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け
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交
通
安
全
対
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に
つ
い

て
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審
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を
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月
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日
、
危
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理
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の
案

内
で
、
合
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と
、
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願
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た
「
町
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の
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地
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を
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次
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の
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員
か
ら
、

請
願
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
請
願
内
容
に
つ
い
て
、
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域
等
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要
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が
で
て
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る
か
、
建
設
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と
危
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に
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し
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と
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ろ
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な
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と
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項
目
１
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中
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ヶ
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側
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線
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蔵
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20
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」
に
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が
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い
と
の
意
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が

出
た
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ル
は
破
損
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が
あ

る
が
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
に
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け
る

緊
急
改
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箇
所
の
対
策
と
し
て
、
修
理
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

研
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先
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研
修
日

　
研
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先
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
日
　
時
　
令
和
３
年
10
月
21
日

　
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
内
容

１
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

２
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算

３
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
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項
目
２
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武
蔵
ヶ
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タ
ー
駐
車
場
下
段
の
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き
地

横
の
カ
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ブ
部
分
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に
「
ハ
ン
プ
」

を
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
て
「
ハ
ン
プ
」
を
設
置

す
る
と
の
要
望
だ
が
、
大
型
車
の
振
動

や
２
輪
車
の
転
倒
の
危
険
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
た
。

　
請
願
項
目
３
「
熊
本
市
に
隣
接
す
る

当
該
道
路
を
中
心
と
す
る
、
変
則
５
差

路
状
況
部
分
を
青
色
塗
装
で
囲
む
な

ど
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
所
は
Ｓ
字

カ
ー
ブ
で
、
青
色
塗
装
に
気
づ
い
た
と

し
て
も
、
す
ぐ
交
差
点
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
通
安
全
対

策
の
効
果
が
あ
る
の
か
」
と
の
意
見
が

出
た
。

　
以
上
が
、
審
査
の
経
過
で
あ
る
。

「
請
願
第
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」
に
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果
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不
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志

の
視
察

　
11
月
18
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
、

令
和
３
年
３
月
に
完
成
し
４
月
か
ら
供

用
開
始
し
た
「
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志
」

新
環
境
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
視

察
を
行
っ
た
。
建
物
全
体
は
ご
み
焼
却

施
設
を
連
想
で
き
な
い
清
潔
で
明
る
い

建
物
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
、
見
学
に
来
た
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
く
ま
な

く
、
壁
や
床
に
ク
イ
ズ
が
映
さ
れ
た
り

し
て
、
あ
き
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
、
発
電
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、

所
内
の
電
気
は
賄
わ
れ
て
い
て
余
剰
分

は
売
電
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
資
源
の

循
環
が
行
な
わ
れ
工
夫
さ
れ
た
施
設
に

な
っ
て
い
る
。
焼
却
時
に
発
生
す
る
排

水
、
工
場
内
生
活
排
水
な
ど
は
内
部
で

処
理
し
て
循
環
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
に
は
新
最
終
処
分
場

（
埋
立
地
）
の
建
設
も
、
令
和
４
年
３

月
末
に
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
最
新
式
の
工
夫
が
な
さ
れ
、

屋
根
と
壁
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
の

浸
入
を
防
ぎ
、
埋
め
立
て
廃
棄
物
を
洗

い
流
す
た
め
に
か
け
ら
れ
汚
れ
た
水
は

き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
、
敷
地
内
の

樹
木
な
ど
の
散
水
に
利
用
さ
れ
る
。
ご

み
焼
却
施
設
は
約
238
億
円
、
埋
め
立
て

施
設
は
約
64
億
円
で
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
人
口
増
加
と
共
に
ゴ
ミ
の
量
が
増

え
続
け
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共

用
期
間
が
30
年
前
後
と
予
想
さ
れ
、
一

年
で
も
長
く
使
う
た
め
に
も
住
民
ひ
と

り
一
人
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ゴ
ミ
の

減
量
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛

感
し
た
。

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

小林 久美子 議員

坂本 秀則 議員

パートナーシップ制度導入できないか
近隣市町村の情報を得ながら検討していきたい

Q

A

原水周辺に立地企業の社宅等の設置はできないか
立地企業から相談があれば、国・県へ働きかけを含め検討する

Q

A

Q

Q A

QQ

QQQQ

AA

AAAA

・子育て世帯への臨時特別
給付金は、一括現金給付
できないか
・TSMC企業誘致について

その他の質問

・災害に強いまち
づくりについて

その他の質問

整備中の第二原水工業団地

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
と
は
、
戸
籍
上
は
同
性
で

あ
る
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
に
相

当
す
る
関
係
と
公
認
す
る
制

度
。
地
方
自
治
体
が
婚
姻
と

同
様
の
行
政
・
民
間
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
や
す
く
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
熊

本
市
、
大
津
町
で
も
導
入
さ

れ
て
い
る
。
都
市
部
で
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
が
進
み
、
制
度
適
用
の

あ
る
人
口
は
、
総
人
口
の

40
％
と
な
っ
て
い
る
。
制
度

の
導
入
に
は
、
行
政
と
し
て

の
予
算
も
必
要
な
く
、
行
政

の
多
様
性
に
対
す
る
先
進
性

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
菊
陽

町
で
も
導
入
を
急
い
で
ほ
し

い
。

　
　
こ
の
問
題
は
、
国
も
法

整
備
が
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

勉
強
し
て
い
き
た
い
。
近
隣

市
町
村
と
情
報
を
得
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
国
の
法
整
備
を
待
っ
て

い
て
も
な
か
な
か
進
ま
な
い

た
め
、
多
く
の
自
治
体
が
先

行
し
て
い
る
。
男
女
平
等
多

様
性
尊
重
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
ほ
し
い
。

　
　
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

原
水
工
業
団
地
立
地
企
業
へ

の
社
宅
等
を
設
置
で
き
る
よ

う
、
国
・
県
・
企
業
へ
働
き

か
け
は
で
き
な
い
か
。

　
　
県
と
の
協
議
を
重
ね
て

い
る
が
、
立
地
企
業
か
ら
相

談
が
あ
れ
ば
、
国
・
県
へ
働

き
か
け
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
　
工
場
周
辺
の
里
道
及
び

町
道
の
拡
幅
と
団
地
内
道
路

の
見
直
し
の
協
議
の
結
果
と

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
町
道
古
閑
原
西
護
川
線

は
、
離
合
箇
所
を
設
け
る
な

ど
最
善
策
を
講
ず
る
。
団
地

内
道
路
に
つ
い
て
は
団
地
造

成
工
事
完
了
後
、
直
線
的
な

道
路
へ
と
検
討
す
る
。

　
　
県
道
大
津
植
木
線
に
信

号
機
設
置
の
協
議
結
果
と
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
関
係
部
と
連
携
し
、
設

置
位
置
を
検
討
し
、
熊
本
県

警
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
工
場
操
業
に
と
も
な
い

周
辺
で
事
故
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
町
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
地
域
住
民
の
安
全
を
最

優
先
に
し
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
都
市
計
画
道
路
、
下
原

堀
川
線
を
県
道
大
津
植
木
線

ま
で
、
延
伸
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
菊
陽
空
港
線
延
伸
・
県

道
大
津
植
木
線
、
４
車
線
化

後
に
取
り
組
む
。

　
　
柳
水
湧
水
公
園
整
備
計

画
の
協
議
結
果
と
対
応
は
。

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
踏

ま
え
進
め
て
い
く
。
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社会福祉協議会研修の様子

クリーンの森合志

甲斐　榮治

小林久美子佐藤　竜巳 西本　友春

矢野　厚子

渡辺　裕之

阪本　俊浩

福島　知雄

岩下　和高

坂本　秀則

廣瀨　英二

委員長

副委員長

委員長

副委員長

付
託
事
項

　
請
願
第
２
号
「
町
道
新
山
武
蔵
ヶ
丘

線
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
」
審
議
を
行
っ
た
。

　
12
月
８
日
、
危
機
管
理
防
災
課
の
案

内
で
、
合
志
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
ハ

ン
プ
設
置
箇
所
と
、
請
願
さ
れ
た
「
町

道
新
山
武
蔵
ヶ
丘
線
」
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
次
に
紹
介
議
員
の
渡
辺
議
員
か
ら
、

請
願
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
請
願
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
等
か
ら

要
望
が
で
て
い
る
か
、
建
設
課
と
危
機

管
理
防
災
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
提

出
は
さ
れ
て
い
な
い
と
確
認
し
た
。

　
請
願
項
目
１
「
武
蔵
ヶ
丘
中
、
武
蔵
ヶ

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
向
か
い
側
の

路
線
帯
部
を
武
蔵
ヶ
丘
団
地
20
号
線
の
カ

ラ
ー
塗
装
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
が
あ
る
の
で
必
要
が
な
い
と
の
意
見
が

出
た
。
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
破
損
箇
所
が
あ

る
が
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
に
お
け
る

緊
急
改
善
箇
所
の
対
策
と
し
て
、
修
理
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

研
修
先
及
び
研
修
日

　
研
修
先
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
日
　
時
　
令
和
３
年
10
月
21
日

　
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
内
容

１
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

２
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算

３
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

　
請
願
項
目
２
「
武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
下
段
の
空
き
地

横
の
カ
ー
ブ
部
分
付
近
に
「
ハ
ン
プ
」

を
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
て
「
ハ
ン
プ
」
を
設
置

す
る
と
の
要
望
だ
が
、
大
型
車
の
振
動

や
２
輪
車
の
転
倒
の
危
険
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
た
。

　
請
願
項
目
３
「
熊
本
市
に
隣
接
す
る

当
該
道
路
を
中
心
と
す
る
、
変
則
５
差

路
状
況
部
分
を
青
色
塗
装
で
囲
む
な

ど
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
所
は
Ｓ
字

カ
ー
ブ
で
、
青
色
塗
装
に
気
づ
い
た
と

し
て
も
、
す
ぐ
交
差
点
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
通
安
全
対

策
の
効
果
が
あ
る
の
か
」
と
の
意
見
が

出
た
。

　
以
上
が
、
審
査
の
経
過
で
あ
る
。

「
請
願
第
２
号
」
に
つ
い
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、「
不
採
択
」
と
決
し
た
。

菊
池
環
境
工
場
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

の
視
察

　
11
月
18
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
、

令
和
３
年
３
月
に
完
成
し
４
月
か
ら
供

用
開
始
し
た
「
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志
」

新
環
境
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
視

察
を
行
っ
た
。
建
物
全
体
は
ご
み
焼
却

施
設
を
連
想
で
き
な
い
清
潔
で
明
る
い

建
物
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
、
見
学
に
来
た
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
く
ま
な

く
、
壁
や
床
に
ク
イ
ズ
が
映
さ
れ
た
り

し
て
、
あ
き
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
、
発
電
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、

所
内
の
電
気
は
賄
わ
れ
て
い
て
余
剰
分

は
売
電
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
資
源
の

循
環
が
行
な
わ
れ
工
夫
さ
れ
た
施
設
に

な
っ
て
い
る
。
焼
却
時
に
発
生
す
る
排

水
、
工
場
内
生
活
排
水
な
ど
は
内
部
で

処
理
し
て
循
環
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
に
は
新
最
終
処
分
場

（
埋
立
地
）
の
建
設
も
、
令
和
４
年
３

月
末
に
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
最
新
式
の
工
夫
が
な
さ
れ
、

屋
根
と
壁
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
の

浸
入
を
防
ぎ
、
埋
め
立
て
廃
棄
物
を
洗

い
流
す
た
め
に
か
け
ら
れ
汚
れ
た
水
は

き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
、
敷
地
内
の

樹
木
な
ど
の
散
水
に
利
用
さ
れ
る
。
ご

み
焼
却
施
設
は
約
238
億
円
、
埋
め
立
て

施
設
は
約
64
億
円
で
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
人
口
増
加
と
共
に
ゴ
ミ
の
量
が
増

え
続
け
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共

用
期
間
が
30
年
前
後
と
予
想
さ
れ
、
一

年
で
も
長
く
使
う
た
め
に
も
住
民
ひ
と

り
一
人
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ゴ
ミ
の

減
量
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛

感
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
坂
本
秀
則

場所

新たな合弁会社について

投資額

雇用

月間生産量

①菊陽町大字原水字上大谷3787番４
②面積：約213,340平方メートル

TSMCとソニーセミコンダクタソリューションズ㈱の合弁でJASMの名称で菊陽
町で創業予定

JASMのファンドリ（半導体製造工場）は2022年に建設開始、2024年末までに
生産を開始

約8,000億円

約1,500人（先端技術に精通した人材）

45,000枚（300㎜ウエハー）の見込み
回路線幅：22～28ナノメートル

【造成工事中】

【生産ラインイメージ】

【半導体チップ】

対象エリア

TSMC菊陽町へ進出
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社会福祉協議会研修の様子

クリーンの森合志
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。
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日
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で
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に
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介
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、
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の
確
認
を
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た
。
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容
に
つ
い
て
、
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等
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ら

要
望
が
で
て
い
る
か
、
建
設
課
と
危
機

管
理
防
災
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
提

出
は
さ
れ
て
い
な
い
と
確
認
し
た
。

　
請
願
項
目
１
「
武
蔵
ヶ
丘
中
、
武
蔵
ヶ

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
向
か
い
側
の

路
線
帯
部
を
武
蔵
ヶ
丘
団
地
20
号
線
の
カ

ラ
ー
塗
装
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
が
あ
る
の
で
必
要
が
な
い
と
の
意
見
が

出
た
。
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
破
損
箇
所
が
あ

る
が
、
通
学
路
緊
急
合
同
点
検
に
お
け
る

緊
急
改
善
箇
所
の
対
策
と
し
て
、
修
理
さ

れ
る
計
画
で
あ
る
。

研
修
先
及
び
研
修
日

　
研
修
先
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
日
　
時
　
令
和
３
年
10
月
21
日

　
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
内
容

１
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

２
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算

３
　
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

　
請
願
項
目
２
「
武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
下
段
の
空
き
地

横
の
カ
ー
ブ
部
分
付
近
に
「
ハ
ン
プ
」

を
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
て
「
ハ
ン
プ
」
を
設
置

す
る
と
の
要
望
だ
が
、
大
型
車
の
振
動

や
２
輪
車
の
転
倒
の
危
険
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
た
。

　
請
願
項
目
３
「
熊
本
市
に
隣
接
す
る

当
該
道
路
を
中
心
と
す
る
、
変
則
５
差

路
状
況
部
分
を
青
色
塗
装
で
囲
む
な

ど
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
所
は
Ｓ
字

カ
ー
ブ
で
、
青
色
塗
装
に
気
づ
い
た
と

し
て
も
、
す
ぐ
交
差
点
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
交
通
安
全
対

策
の
効
果
が
あ
る
の
か
」
と
の
意
見
が

出
た
。

　
以
上
が
、
審
査
の
経
過
で
あ
る
。

「
請
願
第
２
号
」
に
つ
い
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、「
不
採
択
」
と
決
し
た
。

菊
池
環
境
工
場
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志

の
視
察

　
11
月
18
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
、

令
和
３
年
３
月
に
完
成
し
４
月
か
ら
供

用
開
始
し
た
「
ク
リ
ー
ン
の
森
合
志
」

新
環
境
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
視

察
を
行
っ
た
。
建
物
全
体
は
ご
み
焼
却

施
設
を
連
想
で
き
な
い
清
潔
で
明
る
い

建
物
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
、
見
学
に
来
た
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
く
ま
な

く
、
壁
や
床
に
ク
イ
ズ
が
映
さ
れ
た
り

し
て
、
あ
き
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
、
発
電
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、

所
内
の
電
気
は
賄
わ
れ
て
い
て
余
剰
分

は
売
電
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
資
源
の

循
環
が
行
な
わ
れ
工
夫
さ
れ
た
施
設
に

な
っ
て
い
る
。
焼
却
時
に
発
生
す
る
排

水
、
工
場
内
生
活
排
水
な
ど
は
内
部
で

処
理
し
て
循
環
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
に
は
新
最
終
処
分
場

（
埋
立
地
）
の
建
設
も
、
令
和
４
年
３

月
末
に
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
最
新
式
の
工
夫
が
な
さ
れ
、

屋
根
と
壁
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
の

浸
入
を
防
ぎ
、
埋
め
立
て
廃
棄
物
を
洗

い
流
す
た
め
に
か
け
ら
れ
汚
れ
た
水
は

き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
、
敷
地
内
の

樹
木
な
ど
の
散
水
に
利
用
さ
れ
る
。
ご

み
焼
却
施
設
は
約
238
億
円
、
埋
め
立
て

施
設
は
約
64
億
円
で
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
人
口
増
加
と
共
に
ゴ
ミ
の
量
が
増

え
続
け
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共

用
期
間
が
30
年
前
後
と
予
想
さ
れ
、
一

年
で
も
長
く
使
う
た
め
に
も
住
民
ひ
と

り
一
人
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ゴ
ミ
の

減
量
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛

感
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
坂
本
秀
則

場所

新たな合弁会社について

投資額

雇用

月間生産量

①菊陽町大字原水字上大谷3787番４
②面積：約213,340平方メートル

TSMCとソニーセミコンダクタソリューションズ㈱の合弁でJASMの名称で菊陽
町で創業予定

JASMのファンドリ（半導体製造工場）は2022年に建設開始、2024年末までに
生産を開始

約8,000億円

約1,500人（先端技術に精通した人材）

45,000枚（300㎜ウエハー）の見込み
回路線幅：22～28ナノメートル

【造成工事中】

【生産ラインイメージ】

【半導体チップ】

対象エリア

TSMC菊陽町へ進出
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新成人の 声
　多くの人に支えられ、成人の日を迎えることができたことをとても嬉しく
思います。私は、これから大人としての自覚と責任を持ち、目標を明確にし
ながら、地道な努力を続けていこうと思います。
　菊陽町は若い世代が多く、元気溢れる町だと思います。私の周りには菊陽
町への地元愛に溢れる人達が沢山います。それは、地域の人々の温かさを近
くで感じられる町だからだと思います。人口の増加が続く菊陽町で、今後も
そう感じる人々が増えていってほしいです。

相馬 瑠菜

　私は成人の日を迎え大人の仲間入りをすることが出来ました。まず、20
年間大きな病気、怪我ひとつなく生活できたことを親、恩師、友達、関わっ
てくれた方々に大いに感謝し、今後とも感謝の気持ちを忘れず生活していき
たいと思います。また、菊陽町がよりよく誰もが当たり前に暮らせて、綺麗
な町になるように、自分に出来ることを行い、少しでも菊陽町の町づくりに
手助けできるように頑張りたいと思います。そのためにも、大人の自覚を
しっかりと持ち、これからも精進します！

内田 璃生

　今日、無事に成人式を迎えることができて大変うれしく思います。私がこ
の成人式を迎えられたのはたくさんの愛情を注いで育ててくれた家族やお世
話になった先生方、幼いころから見守っていただいた地域の皆様のおかげで
あることを深く感謝申し上げます。
　今日から晴れて大人の仲間入りをしますが、まだまだ未熟です。自分の目
標に向かって努力し、少しでもお世話になった方々に恩返しできればと思い
ます。今後とも温かい目でご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

上野 綾華

　本日こうして成人式を無事迎えることができたことを大変嬉しく思いま
す。私はこの20年間菊陽町で育つ中で、地域間でのコミュニティなどを通
し、菊陽町の魅力を感じてきました。そのため私は地域に育てられたと思っ
ています。これからも地域間で支え合いながら繋がりのある町にしていきた
いです。そして、私は４月から社会人となります。これを機に20年間学ん
できたことを糧に生きていき、日々精進してまいります。

坂上 莉奈

　私たちが成人として一歩を踏み出す今日まで、見守り支えてくださった家
族、先生、友達、地域の皆様、本当にありがとうございます。私は今、県内
の大学で法律や国際情勢について学んでいます。これから菊陽町が周囲の環
境の変化と共により活気と多様性に溢れた町になっていくことを願いつつ、
そんな菊陽町でグローバルな人材として活躍できるよう頑張っていきたいと
思っています。大人の一員としての自覚と責任を持つことを心がけてまいり
ますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

佐藤 千尋

　本日、無事に成人の日を迎えることができ、大変嬉しく存じます。これま
で、家族や友達、地域の方、先生方など多くの方に支えられてきました。こ
の20年間で関わってくださった全ての方々に心より感謝申し上げます。
　現在、私は福岡の大学で、日々勉強に励んでいます。そして、数年後は熊
本に戻り、学校の先生として頑張りたいと考えております。20年間で学ん
だことを活かし、これからより多くのことを経験し、自分の力にしていきた
いです。

吉岡 明日佳

　無償の愛をくれる両親と、気の合う友人等の存在が、私の人生に潤いを与
えてくれます。我が道を往く勝手気ままな私を、二十年間も愛してくれてあ
りがとう。感謝を表現するよう賢く生きることは勿論、まずは私自身のため
に生きてゆきたいと思います。共に大人びてゆくこの町にも貢献するよう、
勉学に励み、本懐を遂げて、理想の大人になることを新成人の抱負として掲
げます。

弘 有美香

　この度、成人という日を迎え、大人の仲間入りを果たすことができ大変嬉しく思
います。この日を迎えられたのはたくさんの支えがあったおかげです。家族をはじ
め、恩師、地域の方々、これまで自分の成長に関わってくださった全ての方々に感
謝いたします。
　また、菊陽町が住み心地のよい環境にあったことも私が成長することができた要因の
１つであったと思います。これからも菊陽町は住み心地の良い町であって欲しいです。
　私は大学で小学校教諭を目指し勉強しています。２年後、先生になり生まれ育った熊
本に恩返しできるよう努力します。どうか暖かい目で応援してくださると幸いです。

吉川 健太
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に生きてゆきたいと思います。共に大人びてゆくこの町にも貢献するよう、
勉学に励み、本懐を遂げて、理想の大人になることを新成人の抱負として掲
げます。

弘 有美香

　この度、成人という日を迎え、大人の仲間入りを果たすことができ大変嬉しく思
います。この日を迎えられたのはたくさんの支えがあったおかげです。家族をはじ
め、恩師、地域の方々、これまで自分の成長に関わってくださった全ての方々に感
謝いたします。
　また、菊陽町が住み心地のよい環境にあったことも私が成長することができた要因の
１つであったと思います。これからも菊陽町は住み心地の良い町であって欲しいです。
　私は大学で小学校教諭を目指し勉強しています。２年後、先生になり生まれ育った熊
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み
な
さ
ん
の
　傍
聴
を
　お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
の
広
報
委
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

布
田
　
　
悟

委
　
　
員      

中
岡
　
敏
博

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

矢
野

　厚
子

　
町
民
の
み
な
さ
ま
、
令
和
４
年
を
ど
の
よ
う

に
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
か
。
昨
年
の
11
月
頃

に
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
少
し
安
心
し
て
行

動
も
活
発
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
や
友
人

と
喜
び
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
新
年
を
迎
え
た
の
も
束
の
間
、
ま
た
た

く
間
に
過
去
最
高
の
感
染
者
数
を
繰
り
返
し
、

再
び
不
安
な
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
予
定
さ

れ
て
い
た
行
事
も
次
々
と
中
止
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
の
学
校
や
人
が
集
ま
る
研
修
も
人
数
制

限
さ
れ
、
肝
心
の
み
な
さ
ま
の
声
を
直
接
聴
く

機
会
が
ま
た
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
環

境
で
も
何
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
み
な
さ
ま
の
声

を
聴
き
、
勇
気
や
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
紙
面
づ

く
り
を
目
標
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ま
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
元
気
よ
く
エ

イ
エ
イ
オ
ー

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

表紙の 紹介

菊陽町地域女性の会　会長　酒井　 惠

青少年健全育成町民会議【親子ふれあい講座】
にんじんの収穫をおこなう子どもたちの様子。
そのあとカレーをつくりました。

キャロッピー食堂開催！
　菊陽町地域女性の会は、１月８日にキャロッピー食堂を
武蔵ヶ丘小学校で開催しました。本事業は、子どもたちの
食育や地域交流を図ることを目的とし、食材の一部を菊池
地域農業協同組合菊陽中央支所から提供していただきまし
た。今回は、武蔵ヶ丘小学校の全児童を対象とし、カレー
150食を用意しました。今後は校区ごとの開催を予定して
います。
　会員は、前日の夕方から食材の仕込みをして当日に備え
ました。当日は、110人の来場者があり、早くから並んで
くれる子どもたちの姿もありました。地域女性の会の活動として、初めての開催でしたが、たくさんの子どもた
ちが来てくれて嬉しかったです。今後は食の提供だけでなく、子どもたちと一緒に活動をして、会を重ねるごと
にたくさんの子どもたちが集まり、憩いの場となる「キャロッピー食堂」になればいいなと思います。
　そのために、皆さんにお願いしたいことは、地域女性の会の会員、仲間を増やすことです。私たちは町のいろ
いろな活動のお手伝いや、大津地区交通安全協会・大津警察署の皆さんと交通安全や防犯の啓発活動を行った
り、そして何よりも会員のために自分磨きの勉強も行っています。
　未婚、既婚は問いません。町在住の女性の皆さん、ぜひ一緒に活動しませんか。よろしくお願いします。
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